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「
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
40
年
記
念
祭
」
記
念
講
演
会
報
告

正
教
会
の
聖
書
・
祈
祷
書
翻
訳　
─ 

亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
中
井
木
菟
麿
の
共
同
事
業 

─

ア
レ
ク
セ
イ
・
ポ
タ
ポ
フ

　

ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
ポ
タ
ポ
フ
で
す
。

　

こ
の
度
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
団
よ
り
ご
招
待
を
い
た

だ
き
、
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
四
十
年
記
念
祭
で
お
話
を
申
し

上
げ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
東
京
の
大
主
教
・
全
日
本
の

府
主
教
ダ
ニ
イ
ル
座
下
を
は
じ
め
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の

神
品
、
信
徒
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
、
こ
の
よ
う
な
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
で
お
話
し
す
る
の
は
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
、
責
任
の
重
い
こ
と
で
す
が
、
皆
様

の
お
許
し
を
い
た
だ
き
、「
正
教
会
の
聖
書
・
祈
祷
書
翻
訳

―

亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
中
井
木
菟
麿
の
共
同
事
業
」を
テ
ー
マ
に
、

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

正
教
会
と
は

　

さ
て
、
本
題
に
入
る
前
に
、
正
教
会
が
初
め
て
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
一
言
、
正
教
会
と
は

何
か
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
日
本
で
は
「
東
方
正
教
会
」、「
ギ

リ
シ
ャ
正
教
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
正
教
会
は
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
、
キ
リ
ス
ト
の
使
徒
た
ち
を
原
点
と
し
、
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
は
異
な
る
流
れ
の
中
で
、
初
代

教
会
、
初
期
教
会
の
伝
統
を
大
切
に
し
て
、
正
し
く
受
け
継
い
で

い
る
キ
リ
ス
ト
教
で
す
。

　

正
教
会
は
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
、
ロ
シ
ア
正
教
会
、
ア
メ
リ
カ

正
教
会
、
日
本
正
教
会
な
ど
、
世
界
各
国
に
そ
れ
ぞ
れ
国
別
の
組

織
が
あ
り
ま
す
が
、ど
の
組
織
も
、同
じ
教
え
、同
じ
信
仰
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
ロ
シ
ア
正
教
会
は
、
十
世
紀
末
に
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国

か
ら
ロ
シ
ア
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
千
年
の
歴
史
を
経
て
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大
き
く
発
展
し
、
今
、
世
界
で
も
最
大
規
模
の
正
教
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ロ
シ
ア
正
教
会
か
ら
、
十
九
世
紀
、
幕
末
時
代
に
、
宣
教

師
ニ
コ
ラ
イ
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
五
十
年
も
日
本
に
と
ど
ま
っ

て
、
東
京
の
復
活
大
聖
堂
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
建
て
る
な
ど
、
布
教

活
動
に
力
を
入
れ
、
日
本
の
正
教
会
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
な
お
、

日
本
正
教
会
は
、
正
式
に
は
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
と
い
い
ま

す
が
、「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
を
ロ
シ
ア
語
で
「
イ
イ
ス
ス
・

ハ
リ
ス
ト
ス
」
と
発
音
す
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
来
日

　

後
の
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
、
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
、
二
十
四
歳

の
若
い
修
道
司
祭
ニ
コ
ラ
イ
と
し
て
日
本
に
渡
っ
て
、
函
館
の
ロ

シ
ア
領
事
館
つ
き
司
祭
の
任
務
に
つ
い
た
の
は
、
西
暦
一
八
六
一

年
、
文
久
元
年
の
こ
と
で
す
。

　

今
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
東
京
ま
で
飛
行
機
で
九
時
間
と
い
う
時

代
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
、
ロ
シ
ア
の
北
都
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
の
神
学
大
学
を
卒
業
し
て
、
修
道
士
、
さ
ら
に
司
祭
に

な
っ
た
ば
か
り
の
ニ
コ
ラ
イ
は
、ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
発
っ
て
か
ら
、

自
ら
馬
車
を
駆
っ
て
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
、
日
本
の
函
館
に
着
く

ま
で
、
一
年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

　

と
い
う
の
も
、
途
中
の
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
に
着
い
て
海
を
渡
ろ

う
と
し
た
と
き
、
す
で
に
寒
い
季
節
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
船
が

な
く
、
こ
の
港
町
で
冬
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

日
本
の
国
民
に
救
い
の
教
え
、
正
教
を
伝
え
た
い
、
と
い
う
熱

い
思
い
に
燃
え
て
い
た
若
い
ニ
コ
ラ
イ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
拍
子
抜

け
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、災
い
を
転
じ
て
福
と
な
す
、後
々

の
布
教
活
動
の
方
向
を
決
め
た
と
も
い
え
る
出
会
い
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
シ
ベ
リ
ア
の
使
徒
と
呼
ば
れ
る
、
有
名
な

ロ
シ
ア
人
宣
教
師
、
主
教
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
と
の
出
会
い
で
す
。

主
教
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
と
の
出
会
い

　

主
教
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
は
、
そ
れ
ま
で
三
十
年
に
わ
た
っ
て
ア

ラ
ス
カ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
シ
ベ
リ
ア
の
各
地
を
伝
道
一
筋
に
歩

ん
で
き
た
、
経
験
豊
か
な
宣
教
師
だ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
聖
な

る
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
に
滞
在
し
て
い
た
の

で
、
ま
だ
若
手
司
祭
の
ニ
コ
ラ
イ
は
、
そ
の
機
会
に
、
先
輩
の
主

教
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
伝
道
は
そ
の
国
の
民
を
愛
し
、
彼
ら
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
ロ
シ
ア
の
言
葉
や
文
化
を
押
し
つ
け
て
は
な
ら

な
い
。
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
は
、
聖
書
や
祈
祷
書
を
そ
の
国
の

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日

96



資料Ａ　「正教会の聖書・祈祷書翻訳―亜使徒聖ニコライと中井木菟麿の共同事業」年譜�

1836（天保 7） イオアン・カサートキン（後の亜使徒聖ニコライ）、ロシアのスモレン
スク郡ベリョーザ村に生まれる。

1855（安政 2） 中井木菟麿、大阪に生まれる。
1861（文久 1） 修道司祭ニコライ、ロシア領事館付司祭として函館に渡来。
1868（明治 1） 最初の日本人信徒、沢辺琢磨がニコライより受洗。
1869（明治 2） ニコライ、ロシアへ一時帰国。懐徳堂、閉鎖される。

1871（明治 4） ニコライ、ロシアから石版印刷機を持ち帰り、この頃から初期試訳の朝
夕祈祷、聖体礼儀等の祈祷書などを印刷。

1878（明治11） 中井木菟麿、洗礼を受ける（聖名、パウェル）。
1880（明治13） ニコライ、主教に叙聖される。
1882（明治15） 主教ニコライ、パウェル中井を翻訳の助手とし、共同作業をスタート。
1884（明治17） 『時課経』、『八調経略』刊行。
1885（明治18） 『聖詠経』刊行。
1891（明治24） 東京復活大聖堂（ニコライ堂）落成。
1894（明治27） 『奉事経』刊行。
1895（明治28） 『聖事経』刊行。
1901（明治34） 『我が主イイスス・ハリストスの新約』（新約聖書）刊行。
1902（明治35） 『大斎第一週奉事式略』、『受難週奉事式略』刊行。
1903（明治36） 『五旬経略』刊行。
1904（明治37） 日露戦争、始まる。『三歌斎経』刊行。
1905（明治38） 日露戦争、終わる。
1906（明治39） ニコライ、大主教に昇叙される。
1908（明治41） 『総月課経』翻訳（未刊）。
1909（明治42） 『祭日経』、『連接歌集』刊行。
1910（明治43） 『八調経』刊行。
1912（明治45） 大主教ニコライ、永眠。永眠直前まで『五旬経』の翻訳作業を進める。
1913（大正 2） 懐徳堂記念会、財団法人として認可される。
1943（昭和18） パウェル中井木菟麿、永眠。
1970（昭和45） 大主教ニコライ、亜使徒として列聖される。

（※）
『時 課 経』　時課、晩課、早課など、毎日の主要な祈祷文を収録している。
『八 調 経』　一週間の曜日ごとの各種奉事に使われる祈祷文を、第一調から第八調まで旋律別に収録。
『聖 詠 経』　ダビデ王の詩篇（聖詠）を収録した祈祷書。礼拝のときに多く用いられる。
『奉 事 経』　聖体礼儀等の式次第、祈祷文を収録した祈祷書。聖職者が聖堂奉事の際に用いる。
『聖 事 経』　聖職者が、洗礼、婚配、痛悔等の諸機密などを行う際に用いる祈祷書。
『五 旬 経』　復活祭から聖神降臨祭（五旬祭）までの祈祷文を収録している。
『三歌斎経』　飲食を節制し、身を慎む大斎期間の間に用いられる祈祷書。
『総月課経』　特定の聖人ではなく、聖人の種類別の奉事等の祈祷文を収録している。
『祭 日 経』　主の降誕祭をはじめとする12大祭等、一年の重要な祭日の祈祷文を収録している。
『連接歌集』　八調経、祭日経、三歌斎経等にある各種カノンのイルモス（連接歌）等を収録。
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言
葉
に
翻
訳
す
る
こ
と
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
正
教
は
そ
の
土

地
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
…
…
」（
川
又
一
英
『
ニ
コ
ラ

イ
の
塔　

大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
と
聖
像
画
家
山
下
り
ん
』
一
九
九
二

年
、
中
公
文
庫
）

　

こ
う
教
え
た
主
教
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
自
身
、
伝
道
先
で
、
文
字

を
持
た
な
い
ア
レ
ウ
ト
族
の
た
め
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
作
っ
て

福
音
書
を
翻
訳
す
る
な
ど
、
愛
と
献
身
の
力
で
め
ざ
ま
し
い
宣
教

を
成
し
遂
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
言
葉
は

重
み
が
あ
っ
て
、若
い
ニ
コ
ラ
イ
の
心
に
強
く
響
い
た
は
ず
で
す
。

　

後
に
自
分
も
主
教
に
な
っ
た
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
こ
う
語
っ
て
い

ま
す
。

　
「
私
ど
も
の
信
ず
る
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
は
、
も
と
よ
り
ロ
シ
ア

教
で
も
、
ギ
リ
シ
ャ
教
で
も
な
い
、
世
界
の
宗
教
で
あ
る
。
ゆ
え

に
ギ
リ
シ
ャ
に
伝
わ
っ
て
は
ギ
リ
シ
ャ
教
と
な
り
、
ロ
シ
ア
に
伝

わ
っ
て
は
ロ
シ
ア
教
と
な
る
。
で
、
日
本
に
伝
わ
れ
ば
、
是
非
と

も
日
本
教
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
明
治
四
十
四
年
、
正

教
神
学
校
発
行
『
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
宣
教
五
十
年
記
念
集
』、
瀬

沼
恪
三
郎
「
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
創
立
者
日
本
大
主
教
ニ

コ
ラ
イ
師
の
小
伝
」
よ
り
）

　

ま
た
、
こ
う
も
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
現
代
で
は
い
か
な
る
国
に
お
い
て
で
あ
れ
、
一
般
に
宣
教
活

動
は
、
口
に
よ
る
説
教
だ
け
に
頼
っ
て
い
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
人
々
が
本
を
読
む
こ
と
を
好
み
、
印
刷
さ
れ
た
言
葉

を
重
ん
じ
る
傾
向
が
強
い
か
ら
、信
者
や
、教
え
を
聴
き
に
集
ま
っ

た
人
た
ち
に
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
彼
ら
の
母
国
語
で
書
か
れ
た
本

を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」（
ポ
ズ
ニ
ェ
ー
フ
著
、
中
村
健
之

介
訳
「
明
治
日
本
と
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
」
よ
り
）

　

こ
の
よ
う
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
自
ら
伝
え
よ
う
と
す
る
正
教

が
「
日
本
教
」
と
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
神
の
言
葉
で
あ
る
聖

書
と
、
人
が
神
に
祈
る
言
葉
で
あ
る
祈
祷
書
、
さ
ら
に
正
教
会
の

教
え
を
説
く
神
学
、
聖
師
父
な
ど
の
本
を
、
日
本
語
に
翻
訳
す
る

こ
と
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
、「
印
刷
さ
れ
た

言
葉
こ
そ
、
宣
教
の
心
な
の
だ
」
と
確
信
し
た
わ
け
で
す
。

日
本
語
を
学
ぶ

　

一
八
六
八
年
十
月
に
、聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、主
教
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ

に
宛
て
た
手
紙
で
、
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「『
日
本
語
を
一
生
懸
命
学
び
な
さ
い
』
と
い
う
、
主
教
座
下
の

ご
忠
告
は
大
切
に
し
、
守
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

意
識
的
に
、
よ
く
考
え
た
上
で
、
宣
教
を
目
指
し
て
日
本
に
来
た

わ
け
で
す
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
す
。
最
初
の
数
年
間
、
私
は
日
本

語
を
学
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
し
て
、
た
く
さ
ん
の
時
間
を
費

や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
語
と
い
う
言
葉
は
ど
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う
見
て
も
、
世
界
で
い
ち
ば
ん
難
し
い
言
葉
で
あ
っ
て
、
外
国
人

は
習
い
始
め
て
か
ら
長
い
こ
と
、
解
き
が
た
い
謎
の
よ
う
に
、
こ

れ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。」（С

вятитель 
Н

иколай Я
понский. В

идна Бож
ия воля просветить 

Я
понию

. С
борник писем

. И
здательство С

ретенского 
монасты

ря, 2009
）

　

今
、
日
本
語
教
育
は
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
各
国
で
も
盛

ん
で
、
外
国
人
が
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
思
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
教

材
や
辞
書
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も
便
利
で
す
が
、
聖
ニ
コ

ラ
イ
が
日
本
に
来
た
幕
末
時
代
に
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
試
行
錯
誤
の
や
り
方
で
当
た

る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
函
館
で
過
ご
し
た
最
初
の
八
年
間
を
、
も
っ

ぱ
ら
日
本
語
と
日
本
の
研
究
に
当
て
ま
し
た
。秋
田
出
身
の
医
者
、

木
村
謙
斎
な
ど
、
学
問
の
あ
る
人
を
教
師
と
し
て
熱
心
に
勉
強
し

て
、「
古
事
記
」「
日
本
書
記
」「
日
本
外
史
」「
大
日
本
史
」
と
い
っ

た
歴
史
の
本
や
仏
教
の
経
典
か
ら
日
本
の
文
学
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

な
本
を
原
文
で
読
み
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
の
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
勉
強
時
間
は
毎
日
十
四
時
間
に
も

達
し
て
、
何
人
か
の
教
師
が
代
わ
る
代
わ
る
書
斎
を
出
入
り
す
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
苦
労
は
し
ま
し
た
が
、
こ
の
八
年
間
は
苦
労

し
た
時
代
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
い
ち
ば
ん
楽
し
く
、
日
本
に
夢

中
の
時
代
だ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
自
身
、
後
に
こ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
、「
私
は

教
師
と
共
に
、
和
文
、
漢
文
の
本
が
散
ら
し
て
あ
る
中
に
座
っ
て

い
た
時
は
、
ち
ょ
う
ど
魚
が
水
の
中
を
泳
ぐ
よ
う
に
、
実
に
愉
快

で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。（
明
治
四
十
四
年
、
正
教
神
学

校
発
行
『
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
宣
教
五
十
年
記
念
集
』、
瀬
沼
恪
三

郎
「
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
創
立
者
日
本
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ

師
の
小
伝
」
よ
り
）

最
初
の
試
訳

　

こ
の
と
き
、
身
に
つ
け
た
知
識
を
つ
か
っ
て
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は

さ
っ
そ
く
、
聖
書
の
翻
訳
を
試
み
ま
し
た
。

　

長
縄
光
男
の
『
ニ
コ
ラ
イ
堂
遺
聞
』
で
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
元

ロ
シ
ア
領
事
の
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
に
宛
て
た
函
館
時
代
の
手
紙
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
八
六
七
年
二
月
二
十
二
日
付
の
手
紙

に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

　
「
マ
ト
フ
ェ
イ
に
よ
る
福
音
書
〔
マ
タ
イ
伝
の
福
音
書
〕
は
も

う
訳
し
終
え
、
見
直
し
も
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
印

刷
す
る
の
は
日
本
語
の
文
法
を
よ
く
勉
強
し
、
翻
訳
を
も
う
一
度

見
直
し
て
か
ら
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。」 
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ポ
ズ
ニ
ェ
ー
フ
著
、
中
村
健
之
介
訳
『
明
治
日
本
と
ニ
コ
ラ
イ

大
主
教
』
と
い
う
論
文
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
一
八
六
九
年
の

手
紙
か
ら
も
、
そ
の
と
き
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
聖
ニ
コ
ラ
イ

は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
う
に
か
日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
学
術
書
の
原
文

や
翻
訳
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
の
書
き
方
の
ご
く
初
歩
を
身

に
つ
け
る
と
、
わ
た
し
は
そ
れ
だ
け
の
知
識
で
直
ち
に
新
約
聖
書

を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
仕
事
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
ロ
シ
ア
語
か
ら
訳
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
語

の
一
つ
ひ
と
つ
の
単
語
に
相
応
す
る
漢
字
を
見
つ
け
出
す
作
業
は

ま
だ
、と
う
て
い
私
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
し
、や
っ

て
も
無
駄
だ
っ
た
の
で
す
。
私
は
中
国
語
か
ら
訳
し
た
の
で
す
。」

北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割

　

こ
の
頃
の
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
翻
訳
事
業
に
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の

北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
正

教
会
の
北
京
宣
教
団
は
十
八
世
紀
の
は
じ
め
に
設
立
さ
れ
、
翻
訳

の
分
野
で
も
既
に
か
な
り
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ロ
シ
ア
人
宣
教
師
た
ち

と
、
緊
密
に
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
一
八
六
七
年
、
聖
ニ
コ
ラ
イ

は
、
北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
中
国
語
、
つ
ま
り
漢
文
の
新
約
聖

書
、
教
え
の
鑑
、
教
理
問
答
、
朝
晩
の
祈
祷
な
ど
の
翻
訳
書
を
受

け
取
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、一
八
七
二
年
に
は
、北
京
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
修
道
司
祭
イ
サ
イ
ヤ
が
編
纂
し
た
教
会
用
語
辞
典
を
受
け

取
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
八
八
二
年
に
は
、
北
京
宣
教
団
長
の
掌
院
フ
ラ
ビ
ア

ン
が
日
本
を
訪
れ
、
奉
事
経
、
聖
事
経
、
八
調
経
な
ど
、
北
京
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
翻
訳
の
原
稿
を
す
べ
て
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
に
渡
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
皆
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
仕
事
の
大
き
な
手
助
け

と
な
り
、
叩
き
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
一
年
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
自
身
、

北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
修
道
司
祭
イ
サ
イ
ア
へ
の
手
紙
の
中
で
、
こ

う
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「
北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
母
で
す
。北
京
が
な

け
れ
ば
、日
本
の
ほ
う
は
経
験
が
な
く
、口
も
利
け
な
い
の
で
す
。」

（Н
иколай А

доратский, иеромонах. И
сторияП

екинской 
духовной м

иссии. К
азань, 1887

よ
り
）

　

今
回
の
講
演
に
向
け
て
準
備
す
る
と
き
、
仙
台
の
主
教
セ
ラ

フ
ィ
ム
座
下
か
ら
、
祈
祷
文
と
し
て
一
番
最
初
に
日
本
語
に
翻
訳

さ
れ
た
の
は
「
主
憐
れ
め
よ
」
と
い
う
祈
り
で
は
な
い
か
、
と
い

う
ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
実
際
、「
日
本
正
教
伝
道
誌
」
の
第

二
巻
、「
函
館
復
活
教
会
の
沿
革
」
の
章
に
は
、
よ
う
や
く
日
本

人
が
函
館
の
聖
堂
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
ま
ず
「
主
憐
れ
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め
よ
」
だ
け
を
日
本
語
で
歌
っ
た
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
洗
礼
を
受
け
る
日
本
人
が
日
本
語
で
お
祈
り
が
で
き
る

よ
う
に
、
そ
の
他
の
重
要
な
祈
祷
文
を
翻
訳
す
る
作
業
も
始
ま
り

ま
し
た
。

「
天
の
王
」
の
比
較

　

こ
こ
で
一
つ
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
お
手
元
に
あ
る
配
布
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
天
の
王
」
と
い
う
、
正
教
会
の
代
表
的
な
祈
祷
文
が
載
っ

て
い
る
資
料
で
す
。

　

こ
の
祈
祷
文
は
、
本
日
も
最
初
に
歌
い
ま
し
た
が
、
正
教
会
で
、

お
祈
り
の
冒
頭
や
、
会
合
の
始
ま
り
の
時
に
歌
う
な
ど
、
非
常
に

よ
く
使
わ
れ
る
の
で
、
正
教
会
の
信
徒
な
ら
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
三
位
一
体
の
第
三
位
で
あ
る
聖
霊
、
正
教
会
の

用
語
で
言
え
ば
「
聖
神
（
せ
い
し
ん
）」
の
恵
み
が
降
る
よ
う
に

祈
る
祈
祷
文
で
す
。

　

配
布
資
料
に
は
五
つ
の
訳
文
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
い
ち
ば

ん
右
の
訳
文
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
洋
文
庫
所

蔵
の
『
早
晩
課
』
と
い
う
漢
文
祈
祷
書
か
ら
取
っ
た
も
の
で
す
。

　
（「
在
天
之
主
撫
恤
我
等
者
眞
實
之
神
無
所
不
在
者
無
所
不
充
満

者
萬
善
之
寶
藏
者
施
生
活
之
主
祈
降
臨
我
等
居
我
等
中
並
潔
浄
我

『大斎第一週間�
� 奉事式略』
1902（明治35）年刊

『時課経』
1884（明治17）年刊

『日誦経文』
1881（明治14）年
第４印行（個人蔵）

『聖體之禮儀』
1877～1880（明治10～13）年
前期頃推定（個人蔵）

『早晩課』
1864年

（東洋文庫所蔵）

資
料
Ｂ
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等
諸
汚
至
善
者
救
我
等
靈
」）

　

こ
の
『
早
晩
課
』
と
い
う
の
は
、
北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ロ
シ
ア

人
宣
教
師
、
掌
院
グ
ー
リ
イ
・
カ
ル
ポ
フ
が
翻
訳
し
た
、
朝
晩
の

お
祈
り
を
集
め
た
も
の
で
す
。
一
八
六
四
年
、
つ
ま
り
聖
ニ
コ
ラ

イ
が
日
本
に
来
て
三
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
に
、
中
国
で
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
八
六
七
年
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
、
北
京
か
ら
送
っ
て

も
ら
っ
た
朝
晩
の
祈
祷
と
は
、
こ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
然
、
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
な
い
漢
文
、
白
文
と
な
っ
て
い
ま

す
。
白
文
の
ま
ま
唱
え
れ
ば
仏
教
の
お
経
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
声
に
出
し
て
読
む
の
を
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
こ
れ
と
比
べ
る
形
で
、
そ
の
直
ぐ
左
に
あ
る
和
文
を
読
ん

で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
翻
訳
し
て
、
ロ

シ
ア
か
ら
持
っ
て
き
た
石
版
印
刷
機
で
刷
っ
た
祈
祷
書
、『
聖
体

之
礼
儀
』
の
一
部
で
す
。

　

で
は
、
読
ん
で
み
ま
す
。

　
「
在
天
ノ
主
我
等
ヲ
撫
デ
恤
ム
者
眞
實
ノ
神
在
ラ
ザ
ル
所
ナ
キ

者
満
タ
ザ
ル
所
ナ
キ
者
万
善
ノ
寶
藏
ナ
ル
者
生
活
ヲ
施
ス
ノ
主
祈

ル
我
等
ニ
降
リ
臨
ミ
我
等
ノ
中
ニ
居
レ
並
ビ
ニ
我
等
ノ
諸
ノ
汚
ヲ

潔
浄
セ
ヨ
至
善
ナ
ル
者
我
等
ノ
靈
ヲ
救
ヒ
」

　

こ
の
二
つ
の
訳
文
を
一
字
一
句
比
べ
て
み
る
と
、
聖
ニ
コ
ラ
イ

の
訳
文
は
、
北
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
訳
文
を
ほ
ぼ
忠
実
に
訓
読
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
最
初
の
頃

の
翻
訳
と
い
う
の
は
主
に
、
漢
文
を
訓
読
し
て
い
く
作
業
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
こ
の
仕
事
は
、
仙
台
藩
の
漢
学
者
・
真
山
温
治
や
、

最
初
の
日
本
人
信
徒
・
沢
辺
琢
磨
な
ど
、
日
本
人
の
助
け
を
得
て
、

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
訳
文
を
さ
ら
に
比
べ
て
み
る
と
、
今
も
日
本
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
だ
け
で
使
う
特
殊
な
用
語
の
一
部
は
、
北
京
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
ロ
シ
ア
人
宣
教
師
た
ち
が
考
え
た
訳
語
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
眞
實
ノ
神
」
で
、「
神
」
の
字
を
「
し
ん
」
と
読
ま

せ
て
、
一
般
に
い
う
「
霊
」
の
意
味
で
使
う
の
が
そ
う
で
す
。
こ

の
「
神
（
し
ん
）」、
特
に
聖
霊
の
こ
と
を
「
聖
神
（
せ
い
し
ん
）」

と
い
う
言
い
方
は
、正
教
会
特
有
の
用
語
と
し
て
定
着
し
て
、後
々

の
翻
訳
に
も
統
一
し
て
使
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
翻
訳
に
不
満
を
抱
く

　

こ
の
よ
う
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
ど
ん
ど
ん
、
四
福
音
書
、
聖
使

徒
行
実
、
使
徒
た
ち
の
手
紙
、
教
え
の
鑑
、
朝
晩
の
祈
祷
な
ど
を

漢
文
か
ら
日
本
語
に
訳
し
て
、
早
く
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
よ

う
に
見
え
ま
し
た
が
、
翻
訳
を
進
め
れ
ば
進
め
る
ほ
ど
、
次
第
に

そ
の
質
に
大
き
な
不
満
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
ま
し
た
一
八
六
九
年
の
手
紙
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の
中
で
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
作
業
は
非
常
に
早
く
進
み
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
中
国
語
の

テ
キ
ス
ト
を
知
る
に
連
れ
て
、
や
が
て
そ
の
テ
キ
ス
ト
自
体
が
信

頼
で
き
な
い
も
の
だ
と
わ
か
り
、
幻
滅
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中

国
か
ら
、
新
約
聖
書
の
他
の
翻
訳
を
取
り
寄
せ
て
み
ま
し
た
が
、

一
方
の
翻
訳
は
直
訳
で
あ
っ
て
、
表
現
が
粗
削
り
で
、
意
味
不
明

な
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一
方
の
翻
訳
は
飾
り

過
ぎ
て
い
て
、
原
文
を
完
全
に
言
い
換
え
た
り
、
多
く
の
単
語
を

落
と
し
た
り
加
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。」

　

こ
の
と
き
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
他
人
の
翻
訳
に
頼
る
こ
と
な
く
、

自
力
で
一
か
ら
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く
思
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
外
国
人
で
あ
る
自
分
ひ
と
り
に

は
そ
の
よ
う
な
作
業
は
と
う
て
い
で
き
ず
、
然
る
べ
き
知
識
が

あ
っ
て
信
頼
で
き
る
日
本
人
が
助
け
て
く
れ
る
こ
と
が
ど
う
し
て

も
必
要
だ
っ
た
の
で
、
適
任
者
と
の
出
会
い
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
、
や
が
て
そ
の
出
会
い
は
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
懐
徳
堂

の
漢
学
者
、
中
井
木
菟
麿
と
の
出
会
い
で
す
。

懐
徳
堂
と
中
井
木
菟
麿

　

こ
こ
で
、
懐
徳
堂
と
中
井
木
菟
麿
に
つ
い
て
、
一
言
触
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、懐
徳
堂
は
江
戸
時
代
の
享
保
九
年
、

一
七
二
四
年
に
、
大
阪
に
で
き
た
学
問
所
で
、
大
阪
大
学
の
始
ま

り
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

懐
徳
堂
で
は
、
儒
学
を
中
心
と
し
た
中
国
思
想
が
教
え
ら
れ
、

富
永
仲
基
（
と
み
な
が
・
な
か
も
と
）、
山
片
蟠
桃
（
や
ま
が
た
・

ば
ん
と
う
）
な
ど
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。
学
問
の
内

容
は
主
に
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
な
ど
、
中
国
古
典
で
し
た
が
、

自
然
科
学
の
分
野
で
も
大
き
な
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
懐
徳
堂
は
、
中
井
甃
庵
（
し
ゅ
う
あ
ん
）
が
つ
く
っ
て
、

中
井
家
が
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
二
年
、
新
し
い
政
府
の

改
革
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
百
四
十
年
余
り
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
中
井
木
菟
麿
が
十
四
歳
の
青
年
だ
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。

　

自
ら
懐
徳
堂
で
学
問
を
修
め
て
育
っ
た
中
井
木
菟
麿
は
、
後
に

こ
の
時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、「
子
供
心
に
刻
ま
れ
た
愁
い
、

痛
み
、
や
る
せ
な
い
思
い
は
、
大
き
く
な
っ
て
も
諦
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。（
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
『
東

京
復
活
大
聖
堂
が
建
て
ら
れ
た
時
』正
教
時
報
社
、
二
○
○
二
年
）

　

こ
の
よ
う
な
中
井
木
菟
麿
は
、
後
に
も
懐
徳
堂
の
再
建
を
強
く

望
み
、
そ
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

懐
徳
堂
が
廃
止
さ
れ
た
十
年
後
に
、
中
井
木
菟
麿
は
正
教
会
の
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信
徒
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
に
は
す
で
に
明
治
七
年
、
ペ
ト
ル
笹

川
に
よ
っ
て
伝
道
が
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
教
え
を
聴
く
機
会

が
あ
っ
て
、
大
阪
正
教
会
最
初
の
信
徒
三
十
三
名
の
う
ち
の
一
人

と
し
て
洗
礼
を
受
け
、
パ
ウ
ェ
ル
と
い
う
聖
名
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

ネ
ー
ム
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
自
給
伝
教
者
と
な
っ
て
正
教
伝
道
に
身

を
さ
さ
げ
ま
す
。
明
治
十
三
年
に
は
、
播
州
、
加
古
川
に
引
っ
越

し
て
、
加
古
川
、
小
野
町
、
三
木
町
、
姫
路
な
ど
で
教
え
を
伝
え

ま
し
た
。

聖
ニ
コ
ラ
イ
、
中
井
を
招
く

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
有
名
な
懐
徳
堂
の
家
系
に
属
す
る
中
井
木
菟

麿
が
正
教
会
の
信
徒
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
こ
れ
だ
と

思
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
明
治
十
五
年
、
関
西
地
方
の

教
会
を
巡
回
し
て
加
古
川
に
来
た
と
き
、
中
井
木
菟
麿
の
豊
か
な

学
識
を
見
込
ん
で
、
中
井
に
街
を
案
内
し
て
も
ら
う
途
中
、
こ
う

口
に
し
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
に
は
大
切
な
仕
事
が
あ
る
か
ら
、
伝
道
を
や
め
て
東

京
に
来
な
さ
い
。」

　

昭
和
十
七
年
九
月
号
の
正
教
時
報
に
あ
る
「
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ

師
と
私
」
と
い
う
記
事
で
は
、
中
井
は
こ
う
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
で
、
言
う
と
お
り
に

し
た
ら
、
九
月
の
初
め
か
ら
、
直
ち
に
ニ
コ
ラ
イ
師
の
書
斎
に
呼
ば

れ
て
、
翻
訳
を
書
き
取
る
仕
事
に
つ
か
さ
れ
た
。
大
切
な
仕
事
と

は
正
教
新
報
の
編
集
く
ら
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
何
の
予

告
も
な
く
突
然
、筆
を
と
ら
さ
れ
た
の
で
、実
に
案
外
で
あ
っ
た
。」

　

そ
の
と
き
の
中
井
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
聖
ニ
コ

ラ
イ
が
彼
に
向
け
た
、
次
の
印
象
深
い
言
葉
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
は
神
様
に
釣
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な
に

も
が
い
て
も
脱
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

こ
う
し
て
、
西
暦
一
八
八
二
年
、
明
治
十
五
年
九
月
か
ら
、
亜

使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
パ
ウ
ェ
ル
中
井
木
菟
麿
の
共
同
翻
訳
事
業
が

ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
す
。

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記

　

こ
の
事
業
を
語
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
上
な
く
貴
重
な
資
料
が

あ
り
ま
す
。
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記
で
す
。

　

こ
の
日
記
は
、
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
が
亜
使
徒
と
し
て
列
聖
さ
れ

た
一
九
七
〇
年
の
九
年
後
、
一
九
七
九
年
に
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
の
歴
史
古
文
書
館
で
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
、
中
村
健
之
助

氏
に
よ
っ
て
つ
き
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
準
備
を
経
て
、
ま
ず

ロ
シ
ア
語
の
日
記
全
文
が
ロ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
語
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に
翻
訳
さ
れ
て
日
本
で
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記
は
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
い
て
、
厖
大
な

量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
異
国
で
生
き
る
聖
ニ
コ
ラ
イ
に
と
っ
て
、

こ
の
日
記
が
、
心
を
打
ち
明
け
る
友
だ
っ
た
の
で
す
。

　

日
記
の
中
に
は
、
聖
書
、
祈
祷
書
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
記
述
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
自
身
の
「
生
の

声
」
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
教
文
館
か
ら
出
た
、
中
村
健
之
介

監
修
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
全
日
記
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
お
話

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
日
記
の
中
の
日
付

は
ロ
シ
ア
の
旧
暦
と
日
本
の
新
暦
と
、
二
通
り
あ
り
ま
す
が
、
新

暦
の
ほ
う
だ
け
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
井
と
共
に
翻
訳
を
始
め
る

　

一
八
八
二
年
の
覚
書
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
「
パ
ウ
ェ
ル
中
井
と

と
も
に
奉
神
礼
の
翻
訳
を
始
め
た
」
と
、
短
く
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
奉
神
礼
」
と
は
、「
神
を
奉
ず
る
礼
」
と
書
い
て
、
正
教
会
で

行
な
わ
れ
る
祈
祷
や
儀
式
、
礼
拝
の
こ
と
で
す
。

　

二
人
の
仕
事
は
、
ま
ず
、
こ
の
奉
神
礼
に
使
う
祈
祷
書
の
翻
訳

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
聖
書
の
翻
訳
を
最
初
に
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
質

問
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
と
き
は
聖
書
と
い
え
ば
、
漢
文
聖
書
と
し
て
米
国
聖
書
会

社
の
も
の
が
最
も
質
の
良
い
も
の
と
さ
れ
、
正
教
会
で
も
広
く
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
八
八
九
年
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
パ
ウ
ェ
ル

中
井
は
こ
の
聖
書
の
人
名
・
地
名
に
、
ロ
シ
ア
語
の
読
み
方
に
基

づ
い
た
ル
ビ
を
ふ
っ
て
、
正
教
会
独
自
の
「
訓
点
新
約
聖
書
」
を

出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、と
り
あ
え
ず
使
え
る
漢
訳
聖
書
が
あ
っ
た
の
で
、

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
聖
書
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
、
本
格
的
な
仕
事
を

後
に
し
て
、
ま
ず
正
教
会
の
教
会
生
活
に
欠
か
せ
な
い
お
祈
り
、

奉
神
礼
に
使
う
祈
祷
書
の
翻
訳
に
と
り
か
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

配
布
資
料
の
年
譜
に
も
あ
り
ま
す
が
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
パ
ウ
ェ

ル
中
井
は
一
緒
に
仕
事
を
始
め
て
か
ら
三
年
で
、
さ
っ
そ
く
『
時

課
経
』、『
八
調
経
略
』、『
聖
詠
経
』
を
翻
訳
し
て
、
出
版
し
て
い

ま
す
。「

天
の
王
」
の
比
較
、
そ
の
二

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、「
天
の
王
」
と
い
う
祈
祷
文
の
配
布
資
料

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

右
か
ら
三
つ
目
の
『
日
誦
経
文
』
と
、
四
つ
目
の
『
時
課
経
』

の
訳
文
を
比
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。『
日
誦
経
文
』
は
中
井

が
翻
訳
の
仕
事
に
参
加
す
る
前
の
訳
文
で
、『
時
課
経
』
は
聖
ニ
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コ
ラ
イ
と
中
井
の
共
同
作
業
に
よ
る
訳
文
で
す
。

　

ま
ず
、『
日
誦
経
文
』
の
ほ
う
か
ら
読
ん
で
み
ま
す
。

　
「
在
天
の
主
我
等
を
撫
恤
む
者
真
実
の
神
（
し
ん
）
在
ざ
る
所

な
き
者
充
満
ざ
る
所
な
き
者
萬
善
の
寶
藏
な
る
者
生
活
を
施
す
の

主
祈
る
降
り
臨
ん
で
我
等
の
中
に
居
り
我
等
の
諸
の
汚
を
潔
浄
く

せ
よ
至
善
者
我
等
の
霊
を
救
へ
」

　

こ
れ
は
、
先
ほ
ど
読
み
上
げ
ま
し
た
、
石
版
印
刷
の「
天
の
王
」

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
訳
文
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
と
し
て
よ

り
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
細
か
い
直
し
が
施
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。

　

つ
ぎ
に
、『
時
課
経
』
の
ほ
う
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
天
ノ
王
慰
ル
者
ヤ
眞
實
ノ
神
在
ラ
ザ
ル
所
ナ
キ
者
満
タ
ザ
ル

所
ナ
キ
者
ヤ
萬
善
ノ
寶
藏
ナ
ル
者
生
命
ヲ
賜
フ
ノ
主
ヤ
来
テ
我
等

ノ
中
ニ
居
リ
我
等
ヲ
諸
ノ
穢
ヨ
リ
潔
ク
セ
ヨ
至
善
者
ヤ
我
等
ノ
霊

ヲ
救
ヒ
給
ヘ
」

　

後
者
の
ほ
う
は
信
者
の
皆
様
が
慣
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
訳
文
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
を
比
べ
て
み
ま
す
と
、『
時
課
経
』

で
は
、
パ
ウ
ェ
ル
中
井
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
、
訳
文
が
大
き

く
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

新
し
い
翻
訳
は
、
訳
語
の
正
確
さ
の
面
で
一
段
と
質
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
一
例
だ
け
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
冒
頭
の
言
葉
は
、「
在
天
の
主
」
だ
っ
た
の
が
「
天
の
王
」

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
原
文
の
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ま
た
は
教
会
ス
ラ

ブ
語
訳
に
あ
た
っ
て
み
ま
す
と
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
「
バ
シ
レ

ヴ
ー
」、
ス
ラ
ブ
語
で
は「
ツ
ァ
リ
ュ
ー
」、
つ
ま
り「
王
様
」「
王
」

と
い
う
意
味
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。逆
に
、日
本
語
で「
主
」

と
い
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
キ
ー
リ
エ
」、
ス
ラ
ブ
語
の
「
ゴ
ー

ス
ポ
ジ
」
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
直
す

必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

翻
訳
は
日
本
語
の
面
で
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、「
生

活
を
施
す
」
と
い
う
、
日
本
語
と
し
て
や
や
不
自
然
な
言
い
方
は

「
生
命
を
賜
ふ
」
と
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漢
学
者
の
中
井

の
判
断
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、「
け
が
れ
」
の
漢
字
が
、
よ
り
ふ

さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
、難
し
い
漢
字
に
直
さ
れ
て
い
ま
す（「
汚
」

→
「
穢
」）。

奉
神
礼
の
翻
訳
が
進
む

　

一
八
八
五
年
六
月
十
九
日
の
日
記
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
う
書

い
て
い
ま
す
。

　
「
聖
詠
経
を
印
刷
に
回
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
を
翻
訳
し
よ
う
か
。

三
年
後
に
聖
堂
が
完
成
し
た
時
に
、
正
教
の
聖
堂
で
ど
こ
で
も
、

奉
神
礼
は
正
し
く
行
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考

慮
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
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三
年
が
か
り
で
三
歌
斎
経
と
五
旬
経
（
こ
れ
ら
二
つ
を
併
せ
れ
ば

年
間
の
奉
事
の
三
分
の
一
を
成
す
こ
と
に
な
る
）、
さ
ら
に
祭
日

経
と
総
月
課
経
と
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
。」

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
百
ペ
ー
ジ
、
何
千
ペ
ー
ジ
に
も
の
ぼ

る
、
厖
大
な
祈
祷
書
の
こ
と
で
、
な
か
な
か
計
画
ど
う
り
に
は
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

聖
堂
、
つ
ま
り
東
京
の
復
活
大
聖
堂
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
が
完
成
し

た
の
は
、
そ
の
六
年
後
、
一
八
九
一
年
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

す
で
に
あ
っ
た
翻
訳
を
土
台
に
、ま
ず
一
八
九
四
年
に『
奉
事
経
』、

一
八
九
五
年
に
は
『
聖
事
経
』
が
翻
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
翻
訳
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
三
歌
斎
経
、
五
旬
経
、
祭
日

経
、
総
月
課
経
が
出
来
上
が
る
の
は
、
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
す
。

　
『
奉
事
経
』と『
聖
事
経
』が
出
た
後
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
パ
ウ
ェ

ル
中
井
は
よ
う
や
く
新
約
聖
書
の
翻
訳
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

二
人
の
翻
訳
事
業
を
代
表
す
る
仕
事
で
す
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記
に
基
づ
い
て
、
そ
の
翻
訳
が
ど
う
進
め
ら

れ
た
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
に
大
変
だ
っ
た
か
、
二
人
の
仕
事
の
プ

ロ
セ
ス
を
追
体
験
す
る
意
味
で
も
、
順
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
約
聖
書
の
翻
訳
、
ス
タ
ー
ト

　

明
治
二
十
八
年
、
一
八
九
五
年
九
月
二
日
の
日
記
に
、「
夕
方

六
時
か
ら
、
わ
た
し
と
パ
ウ
ェ
ル
中
井
は
自
分
た
ち
の
仕
事
、
新

約
聖
書
の
翻
訳
に
と
り
か
か
っ
た
。
マ
ト
フ
ェ
イ
（
マ
タ
イ
）
に

よ
る
福
音
書
か
ら
始
め
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

次
の
日
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
れ
か
ら
翻
訳
に
あ
て
る
時
間
を
決

め
て
、
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
朝
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
、
夕
方
は
六
時
か
ら
九

時
ま
で
、
パ
ウ
ェ
ル
中
井
と
聖
書
の
翻
訳
を
行
な
う
。
こ
れ
を
毎

日
の
規
則
と
す
る
。」

　

つ
ま
り
、
午
前
は
四
時
間
半
、
午
後
は
三
時
間
、
一
日
七
時
間

半
も
、
二
人
の
翻
訳
の
仕
事
に
あ
て
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
と
き
と
し
て
、
そ
の
ひ
た
む
き
な
伝
道
へ
の
熱

い
思
い
ゆ
え
に
、
日
記
に
厳
し
い
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
最
初

の
頃
、
翻
訳
の
表
現
を
練
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
考
え
よ
う
と
す
る
中

井
と
な
か
な
か
ペ
ー
ス
が
合
わ
な
く
て
、
二
週
間
後
の
九
月
十
六

日
の
日
記
で
、
こ
う
こ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
「
翻
訳
の
進
み
が
と
て
も
遅
い
。
や
っ
と
の
こ
と
で
マ
ト
フ
ェ

イ
に
よ
る
聖
福
音
の
十
二
章
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
も
っ
と
早
く

進
め
る
こ
と
は
ぜ
っ
た
い
に
不
可
能
だ
。
中
井
は
と
て
も
ゆ
っ
く
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り
と
作
業
を
す
る
の
で
、
わ
た
し
は
も
う
堪
え
ら
れ
な
い
。」

　

十
月
十
日
、
マ
ト
フ
ェ
イ
伝
の
翻
訳
が
終
わ
っ
て
、
聖
ニ
コ
ラ

イ
は
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ト
フ
ェ
イ
に
よ
る
聖
福
音
は
、
マ
ト
フ
ェ
イ
上
田
の
翻
訳

が
大
い
に
役
に
立
っ
た
。
上
田
の
言
葉
の
使
い
方
は
と
て
も
上
手

な
の
で
、
半
分
は
彼
の
翻
訳
を
写
す
こ
と
に
な
っ
た
。」

　
「
マ
ト
フ
ェ
イ
上
田
の
翻
訳
」
と
は
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
の
翻
訳
者
の
一
人
、
上
田
将
（
す
す
み
）
が
、
一
八
九
二
年
に

出
し
た
『
馬
太
（
マ
ト
フ
ェ
イ
）
伝
聖
福
音
』
の
こ
と
で
す
。
聖

ニ
コ
ラ
イ
と
パ
ウ
ェ
ル
中
井
の
翻
訳
に
先
立
つ
形
で
、
単
行
本
と

し
て
出
版
さ
れ
た
日
本
正
教
会
初
の
日
本
語
聖
書
で
す
。

　

年
が
変
わ
っ
て
一
八
九
六
年
一
月
五
日
、
降
誕
祭
の
前
日
の
聖

体
礼
儀
、
そ
れ
か
ら
降
誕
祭
の
晩
祷
で
、
初
め
て
、
二
人
の
翻
訳

し
た
福
音
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
日
記
に
は
、
こ
う
あ

り
ま
す
。

　
「
翻
訳
の
出
来
が
自
分
に
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
た
他
の
人
か
ら

こ
の
翻
訳
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
そ
し
て
印
刷
し
て
間
違
い
が

そ
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
わ

か
っ
た
間
違
い
を
直
す
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
い
つ
も
こ
れ
を
読
む

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。」

使
徒
書
簡
の
翻
訳

　

そ
の
年
の
復
活
祭
の
後
、
二
人
は
使
徒
た
ち
の
手
紙
の
翻
訳
に

と
り
か
か
り
ま
し
た
。
比
較
的
や
さ
し
い
言
葉
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
福
音
書
に
比
べ
て
、
使
徒
た
ち
の
手
紙
は
修
辞
法
や
文
法
が
難

し
く
、
ま
た
神
学
的
に
も
深
く
難
し
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
な

の
で
、
翻
訳
が
大
変
で
し
た
。

　

中
で
も
、
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
の
手
紙
が
特
に
難
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

四
月
二
十
七
日
、
ロ
マ
書
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
か
ら
始

め
ま
し
た
が
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
う
嘆
い
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
の
一
節
か
ら
八
節
ま
で
は
、
文
法
的
に
難
し
く
て
歯
が

立
た
な
い
。
ま
た
、
文
法
を
し
っ
か
り
訳
さ
な
い
と
、
言
葉
の
意

味
や
美
し
さ
や
力
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。」

　

そ
し
て
、「
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
よ
、
助
け
た
ま
え
」
と
祈
っ
て

い
ま
す
。

　

エ
フ
ェ
ス
書
の
翻
訳
に
入
っ
て
、
仕
事
は
さ
ら
に
難
し
さ
を
増

し
て
、
九
月
二
十
八
日
の
日
記
に
、
こ
う
あ
り
ま
す
。

　
「
エ
フ
ェ
ス
人
に
達
す
る
書
の
第
一
章
を
、
わ
か
り
や
す
い
日

本
語
に
す
る
と
い
う
の
が
、
い
ま
だ
に
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
で

あ
る
。
わ
た
し
は
絶
望
し
か
け
て
い
る
。
す
っ
か
り
元
気
が
な
く
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な
り
、
両
手
は
だ
ら
ん
と
垂
れ
さ
が
り
、
き
ょ
う
は
翻
訳
を
投
げ

出
し
て
し
ま
っ
た
。
も
う
ほ
ん
と
う
に
ぐ
っ
た
り
で
あ
る
。」

　

精
神
的
に
つ
ら
い
ば
か
り
で
な
く
、
二
人
は
体
調
を
崩
す
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

十
月
一
日
、「
夕
方
は
ま
と
も
に
翻
訳
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。中
井
は
歯
が
猛
烈
に
痛
み
出
し
、わ
た
し
は
ま
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
だ
」と
、
日
記
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
そ
の
日
、「
か
ろ
う
じ
て
エ
フ
ェ
ス
人
に
達
す
る

書
の
第
一
章
を
訳
し
終
え
」
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

体
が
な
お
っ
て
も
、
翻
訳
の
難
し
さ
は
相
変
わ
ら
ず
で
し
た
。

十
月
十
六
日
の
日
記
で
す
。

　
「
コ
ロ
サ
イ
の
信
徒
へ
の
手
紙
の
第
一
章
と
第
二
章
を
翻
訳
す

る
の
は
な
ん
と
難
し
い
こ
と
だ
ろ
う
！　

き
の
う
と
き
ょ
う
で
、

ほ
と
ん
ど
倒
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
や
っ
と
第
二
章
の
九
節
ま

で
た
ど
り
着
い
た
。
し
か
し
、
き
わ
め
て
残
念
だ
。
翻
訳
は
と
て

も
満
足
の
い
く
よ
う
な
出
来
で
は
な
い
の
だ
。
ま
さ
に
比
類
な
き

で
き
ば
え
の
黄
金
の
鎖
を
、
ち
ぎ
っ
て
小
さ
な
不
細
工
な
破
片
に

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
。」

　
「
比
類
な
き
で
き
ば
え
の
黄
金
の
鎖
」
と
は
、
聖
使
徒
パ
ウ
ェ

ル
の
言
葉
の
こ
と
で
す
。
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
の
書
く
文
章
は
特
に

凝
っ
て
い
て
、
と
て
も
長
い
文
が
よ
く
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を

美
し
い
「
鎖
」
に
た
と
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
を
日
本
語
に
す
る
場
合
、
日
本
語
の
文
法
上
、
そ
の
ま
ま

一
つ
の
文
に
す
る
の
は
無
理
な
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
、
ず
ら
ず

ら
と
何
節
も
続
く
も
と
の
文
を
切
っ
て
、
一
節
、
多
く
て
も
二
、

三
節
を
一
つ
の
文
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
聖
ニ
コ
ラ
イ
は

そ
れ
を
、
原
文
を
損
な
う
こ
と
だ
、「
無
知
な
、
か
つ
冒
涜
的
な
」

こ
と
だ
と
書
い
て
、
心
か
ら
嘆
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

一
八
九
六
年
十
二
月
七
日
、
黙
示
録
で
、
と
り
あ
え
ず
の
翻
訳

は
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
毎
日
よ
い
翻
訳
に
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
力
を
使
い
果
た
し
、

そ
れ
で
も
毎
日
、『
き
ょ
う
も
満
足
な
訳
が
で
き
な
か
っ
た
』
と

思
っ
た
も
の
だ
。」

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
と
パ
ウ
ェ
ル
中
井
は
、
原
文
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
、
そ
れ
を
日
本
語
で
わ
か
り
や
す
く
言
い
表
す
た
め
に
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
使
い
ま
し
た
。
二
人
の
前
に
は
、
新
約
聖
書

の
三
つ
の
ギ
リ
シ
ャ
語
版
、
二
つ
の
ラ
テ
ン
語
版
、
教
会
ス
ラ
ブ

語
版
、
ロ
シ
ア
語
版
、
英
語
版
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
ド
イ
ツ
語
版
、

三
つ
の
漢
訳
版
、
日
本
語
版
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
語
と
英
語
の
聖
書

注
釈
書
、
そ
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
辞
書
が
あ
り
ま
し
た
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
う
続
け
ま
す
。

　
「
毎
日
毎
日
、
ほ
と
ん
ど
毎
時
間
こ
れ
ら
を
掘
り
返
し
て
調
べ

た
も
の
だ
。
細
心
の
注
意
を
つ
く
し
て
翻
訳
し
た
の
だ
が
、
た
い
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し
て
良
い
出
来
栄
え
で
は
な
い
」
と
、
厳
し
く
評
価
す
る
と
と
も

に
、
こ
う
も
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
そ
れ
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
翻
訳
は
、
少
な
く
と
も
明
快
で
あ

る
し
、
で
き
る
限
り
（
原
文
の
）
考
え
の
筋
道
を
壊
さ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
で
き
る
限
り
で
あ
る
が
。
た
と
え
ば
、

使
徒
パ
ウ
ェ
ル
の
語
る
長
い
長
い
文
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
い
く

つ
か
の
部
分
に
分
け
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
う
す
れ
ば
も
と
も
と

の
言
葉
や
考
え
の
流
れ
と
い
っ
た
も
の
を
守
る
こ
と
は
、
ど
う
し

て
も
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。」

　

そ
し
て
、「
神
よ
、
こ
ん
ど
は
可
能
な
か
ぎ
り
の
修
正
作
業
に

力
を
貸
し
た
ま
え
！
」
と
、
祈
っ
て
い
ま
す
。

校
正
作
業

　

年
が
変
わ
っ
て
、翻
訳
を
見
直
す
仕
事
が
、ふ
た
た
び
マ
ト
フ
ェ

イ
伝
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
多
く
の
と
こ
ろ
を
新
た
に
訳
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
以
前
の
訳
に
は
満
足
が
い
か
な
い
」
と
、
一
八
九

七
年
六
月
九
日
の
日
記
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

十
か
月
ほ
ど
か
け
て
こ
れ
を
終
え
る
と
、
二
人
は
二
度
目
の

チ
ェ
ッ
ク
、訳
語
・
用
語
の
チ
ェ
ッ
ク
に
入
り
ま
し
た
。ギ
リ
シ
ャ

語
と
教
会
ス
ラ
ブ
語
の
単
語
に
対
す
る
日
本
語
の
定
訳
が
、
ど
こ

で
も
一
貫
し
て
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
仕
事
で

す
。
教
会
ス
ラ
ブ
語
の
新
約
聖
書
用
語
索
引
、
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス

を
み
な
が
ら
、
訳
語
を
一
つ
ひ
と
つ
、
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
、
非
常
に
根
気
の
要
る
仕
事
で
し
た
。

　

そ
れ
は
、
訳
語
を
最
終
的
に
決
め
て
、
用
語
を
定
着
さ
せ
る
仕

事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
八
九
八
年
四
月
二
十
八
日
、こ
の
仕
事
は
例
の「
神（
し
ん
）」、

ロ
シ
ア
語
の
「
ド
ゥ
ー
フ
」
と
い
う
言
葉
の
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
が
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
言
葉
は
新
約
聖
書
の
な
か
で
最
も
難
し
い
言
葉
で
、
ど

う
訳
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。『
神
（
し
ん
）』
と
い
う
古
い
言

葉
を
使
お
う
か
。」

　

こ
の
「
神
（
し
ん
）」
を
単
語
と
し
て
使
う
こ
と
は
、
日
本
語

と
し
て
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
こ
と
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
も
よ
く
わ

か
っ
て
い
て
、
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
言
葉
を
使
え
ば
、
生
き
て
い
る
人
々
の
な
か
に
ミ
イ

ラ
を
混
ぜ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
新
し
い
漢

字
を
作
る
べ
き
か
。
だ
が
、
そ
う
す
る
と
、
生
き
て
い
る
人
々
の

中
に
自
分
で
こ
し
ら
え
た
人
形
を
す
え
る
よ
う
な
も
の
だ
。」

　

い
ろ
い
ろ
迷
っ
て
悩
ん
だ
末
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
う
決
断
し

ま
し
た
。

　
「
最
も
よ
い
方
法
は
、や
は
り
小
さ
な
丸
を
つ
け
て『
神（
し
ん
）』

と
い
う
言
葉
を
書
く
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
カ
ミ
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で
は
な
く
て
、
シ
ン
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。」

　

こ
の
よ
う
に
、「
神
゜
（
し
ん
）」「
聖
神
゜
（
せ
い
し
ん
）」
と
い
う

用
語
は
、「
神
」
の
右
肩
に
小
さ
な
丸
を
つ
け
る
と
い
う
工
夫
を

し
た
上
で
、
正
教
会
の
用
語
と
し
て
最
終
的
に
採
用
さ
れ
た
わ
け

で
す
。

　

一
九
〇
〇
年
四
月
十
九
日
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
聖
大
木
曜
日
に

読
ま
れ
る
主
の
受
難
の
十
二
福
音
を
、
新
し
い
翻
訳
に
よ
っ
て
読

み
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
印
象
を
、
日
記
に
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
訳
文
が
気
に
入
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う
も
の
は
決
し
て
納
得

が
い
か
な
い
の
が
つ
ね
で
あ
る
。『
こ
こ
は
い
ま
ひ
と
つ
だ
か
ら

別
の
言
葉
に
し
た
い
の
だ
が
、
そ
う
す
る
と
概
念
が
う
ま
く
表
せ

な
く
な
る
』
と
い
う
ふ
う
に
。」

　

そ
こ
で
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
自
分
た
ち
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
日

本
人
の
聖
職
者
、
信
徒
に
も
相
談
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
六
日
の
日
記
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
朝
、
イ
オ
ア
ン
に
因
る
聖
福
音〔
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
〕を
、

マ
ト
フ
ェ
イ
神
父
や
伝
教
者
、
信
徒
た
ち
に
朗
読
し
て
、
訳
文
へ

の
意
見
は
な
い
か
と
尋
ね
た
。わ
か
り
や
す
く
正
確
な
訳
文
だ
と
、

皆
が
認
め
て
く
れ
た
。」

　

そ
れ
で
も
、
翻
訳
を
め
ぐ
る
悩
み
、
苦
し
み
は
、
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。
最
大
の
悩
み
の
種
は
、
相
変
わ
ら
ず
使
徒
た
ち
の
手
紙

で
し
た
。

　

五
月
四
日
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
ペ
ト
ル
の
書
の
翻
訳
の
難
し
さ
に
は
絶
望
さ
せ
ら
れ
る
。
一

晩
か
け
て
も
最
初
の
十
節
さ
え
直
せ
な
い
。
直
し
自
体
、
三
度
目

な
の
だ
。
い
つ
も
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
、
よ
く
わ
か
る
、
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
行
き
は
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
ふ
た
た
び
取
り
か
か
る

と
、
訳
文
を
一
目
見
る
な
り
、
使
徒
ペ
ト
ル
が
何
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
か
、
わ
た
し
た
ち
本
人
か
ら
し
て
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

神
よ
、
な
ん
と
い
う
苦
し
み
か
！
」

　

六
月
九
日
、
ま
だ
ま
だ
悪
戦
苦
闘
が
続
き
ま
す
。

　
「
コ
ロ
サ
イ
人
に
達
す
る
書
、
コ
ロ
サ
イ
の
信
徒
へ
の
手
紙
、

第
一
章
の
翻
訳
が
ひ
ど
く
難
し
く
て
、
絶
望
し
て
し
ま
う
。
わ
た

し
た
ち
は
も
う
四
回
も
翻
訳
を
行
な
っ
た
の
だ
が
、
出
来
ば
え
と

き
た
ら
い
つ
も
、
読
ん
で
も
半
分
わ
か
る
か
ど
う
か
。
だ
が
、
ほ

か
に
ど
ん
な
方
法
が
あ
ろ
う
。
一
続
き
の
文
を
多
く
の
文
に
細
か

く
切
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
か
。」

　

最
終
的
に
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、
や
は
り
日
本
語
が
わ
か
り
や

す
い
の
を
選
ん
で
、
思
い
切
っ
て
文
を
切
る
こ
と
に
し
て
、
こ
の

難
し
い
問
題
に
決
着
を
つ
け
ま
し
た
。

漢
字
、
文
法
の
点
検

　

十
月
十
日
、
翻
訳
文
に
句
読
点
を
打
つ
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
中
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井
が
「
漢
字
に
誤
り
が
な
い
か
点
検
し
、
ま
だ
ち
ら
ほ
ら
残
る
文
法

的
に
疑
わ
し
い
点
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
」仕
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
中
井
は
、
明
治
時
代
の
国
語
学
を
代
表
す
る
一
流

の
学
者
た
ち
に
会
っ
て
、
助
言
を
仰
い
だ
こ
と
が
、
日
記
か
ら
わ

か
り
ま
す
。

　

十
一
月
十
四
日
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
語
の
面
で
は
つ
た
な
い
翻
訳
で
不
満
が
残
る
が
、
日
本

語
文
法
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
未
確
立
な
の
だ
か
ら
、
し
か
た
が
な

い
！　

中
井
ば
か
り
か
、
文
法
の
第
一
人
者
で
あ
る
大
槻
で
も
判

断
が
つ
か
な
い
語
形
が
あ
る
く
ら
い
な
の
だ
！
」

　

大
槻
と
は
、
有
名
な
国
語
学
者
、
大
槻
文
彦
（
お
お
つ
き
・
ふ

み
ひ
こ
）
の
こ
と
で
す
。
文
部
省
か
ら
日
本
辞
書
の
編
纂
を
命
じ

ら
れ
て
、「
言
海
」
と
い
う
辞
書
を
作
っ
た
人
で
す
。

　

こ
の
十
一
月
の
日
記
に
は
、
大
槻
文
彦
、
落
合
直
文
（
お
ち
あ

い
・
な
お
ぶ
み
）、
林
甕
臣
（
は
や
し
・
み
か
お
み
）
と
い
っ
た

国
語
学
者
を
交
え
て
、
文
法
を
め
ぐ
っ
て
論
争
す
る
様
子
が
、
生

き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
居
ル
」
と
い
う
動
詞
の
過
去
形
と
し
て
「
居
レ
リ
」
と
い
う

形
を
使
っ
て
も
よ
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
名
詞
を
い
く
つ
か
続
け

る
場
合
に
は
、
そ
の
間
に
だ
け
接
続
詞
の
「
ト
」
を
置
く
の
か
、

最
後
の
名
詞
の
後
に
も
「
ト
」
を
置
く
の
か
、
そ
う
い
っ
た
文
法

的
な
問
題
で
議
論
が
沸
騰
す
る
な
ど
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

い
ろ
い
ろ
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
日
は
時
間
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
作
業
の
結
果
、「
林
は
、（
…
…
…
）（
翻
訳
が
）
言
葉
の

面
で
は
正
確
に
な
っ
た
と
太
鼓
判
を
押
し
た
」
と
、
聖
ニ
コ
ラ
イ

は
日
記
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

林
甕
臣
（
は
や
し
・
み
か
お
み
）
と
は
、
明
治
三
十
年
に
三
省

堂
か
ら
出
た
『
日
本
新
辞
林
』
と
い
う
国
語
辞
典
の
編
纂
者
の
一

人
で
、
独
自
の
日
本
語
速
記
術
を
つ
く
っ
た
人
で
す
。

印
刷

　

最
後
の
手
直
し
と
入
れ
違
い
に
、
つ
い
に
新
約
聖
書
の
印
刷
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
大
変
な
仕
事
を
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず

に
こ
な
し
て
き
た
せ
い
か
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
ひ
ど
い
脱
力
感
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
〇
一
年
一
月
六
日
、
日
曜
日
、「
き
ょ
う
も
一
日
、
耐
え

難
い
ほ
ど
ひ
ど
い
気
分
。
こ
こ
何
日
か
ず
っ
と
そ
う
だ
！　

心
が

こ
ん
な
に
う
つ
ろ
で
寒
々
と
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て

で
あ
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
神
に
こ
う
祈
り
ま
す
。「
主
よ
、
こ
の
気
力
の
な
え

を
克
服
さ
せ
た
ま
え
。
ま
だ
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
た
く
さ
ん
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あ
る
。
奉
神
礼
用
の
祈
祷
書
を
訳
し
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
は
、
棺

お
け
に
入
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」

　

そ
う
し
た
中
、
自
分
た
ち
の
翻
訳
し
た
新
約
聖
書
が
よ
う
や
く

形
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
、
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
一
九
〇
一

年
一
月
十
四
日
、
ロ
シ
ア
旧
暦
の
一
月
一
日
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
雨
の
し
と
し
と
降
る
ど
ん
よ
り
し
た
一
日
で
、
新
世
紀
を
迎

え
た
。
パ
ウ
ェ
ル
中
井
、
ア
レ
キ
セ
イ
大
越
、
イ
ア
コ
フ
鈴
木
も

新
年
の
お
祝
い
に
来
て
、
わ
た
し
と
中
井
が
訳
し
た
新
約
聖
書
の

最
初
の
ゲ
ラ
刷
り
を
も
っ
て
き
た
。
ゲ
ラ
に
は
心
躍
る
。」

　
「
ゲ
ラ
」
と
は
、
原
稿
と
引
き
合
わ
せ
て
、
文
字
の
間
違
い
が

な
い
か
な
ど
、
最
終
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
試
し
刷
り
し

た
も
の
で
す
。

　

ゲ
ラ
読
み
が
終
わ
っ
て
、
一
九
〇
一
年
四
月
七
日
、
き
れ
い
に

印
刷
さ
れ
た
新
約
聖
書
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
が
印
刷
所
か
ら
届
き
ま

し
た
。復
活
祭
の
一
週
間
前
、聖
枝
祭
と
生
神
女
福
音
祭
が
重
な
っ

た
日
で
し
た
。

　

こ
の
日
の
日
記
に
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
や
っ
と
、
こ
う
書
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
新
約
聖
書
の
翻
訳
作
業
は
終
了
だ
。
あ
り
が
た
い
。
出
来
の

良
し
悪
し
は
と
も
か
く
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
。」

　

四
月
十
一
日
、
聖
大
木
曜
日
の
夕
方
、
さ
っ
そ
く
、
主
の
受
難

の
十
二
福
音
を
、
印
刷
さ
れ
た
ば
か
り
の
翻
訳
本
に
よ
っ
て
読
み

上
げ
ま
し
た
。

　

日
記
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

　
「
わ
た
し
は
す
ら
す
ら
と
よ
ど
み
な
く
読
ん
だ
。
と
い
う
の
も
、

翻
訳
と
た
び
重
な
る
ゲ
ラ
読
み
、
そ
れ
に
き
ょ
う
の
新
た
な
準
備

で
そ
の
文
章
を
よ
く
覚
え
て
い
た
か
ら
だ
。」

　

そ
れ
か
ら
、
二
人
の
翻
訳
し
た
新
約
聖
書
は
、「
日
本
正
教
会

翻
訳　

我
が
主
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
の
新
約
」
と
題
し
て
、
十

分
な
部
数
が
印
刷
さ
れ
、日
本
全
国
の
教
会
に
行
き
渡
り
ま
し
た
。

　

一
九
〇
一
年
十
月
四
日
の
日
記
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
う
書
い

て
い
ま
す
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
翻
訳
し
た
新
約
聖
書
を
各
地
の
教
会
や
、
伝
教

者
、
司
祭
す
べ
て
に
一
部
ず
つ
送
っ
た
。
よ
う
や
く
神
の
言
葉
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
多
数
の
礼
状
を
も
ら
う
。」

　

長
い
、
長
い
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
よ
う
な
仕
事
で
し
た
。
新
約
聖

書
の
翻
訳
は
、
一
八
九
五
年
九
月
か
ら
始
ま
っ
て
一
九
〇
一
年
四

月
に
本
の
形
で
出
る
ま
で
五
年
以
上
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
二
人

が
成
し
遂
げ
た
仕
事
の
難
し
さ
を
考
え
れ
ば
、
非
常
に
短
い
期
間

だ
っ
た
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
祈
祷
書
の
翻
訳
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新

約
聖
書
の
翻
訳
で
決
め
た
定
訳
を
祈
祷
書
に
も
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
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も
う
一
度
「
天
の
王
」
の
配
布
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
左
の
、
一
九
〇
二
年
に
出
た
『
大
斎
第
一
週
間
奉
事

式
略
』
の
訳
文
で
は
、
新
約
聖
書
を
翻
訳
す
る
と
き
に
決
め
た
や

り
方
に
し
た
が
っ
て
、「
神
（
し
ん
）」
の
右
肩
に
小
さ
な
丸
を
つ

け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
呼
び
か
け
の
「
ヤ
」
を
「
ヨ
」
に
改
め
、
さ
ら
に

「
生
命
ヲ
賜
フ
ノ
主
」
か
ら
「
ノ
」
を
と
っ
て
「
生
命
ヲ
賜
フ
主
」

と
す
る
な
ど
、
細
か
い
文
法
的
な
直
し
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
な
か
っ
た
句
読
点
が
打
た
れ
て
い
ま
す
。

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
晩
年

　

祈
祷
書
の
翻
訳
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
永
眠
す
る
直
前
ま
で
続
き

ま
し
た
。晩
年
の
日
記
に
は
、そ
れ
ま
で
の
長
い
仕
事
を
上
か
ら
眺

め
て
、自
分
た
ち
の
翻
訳
を
自
己
評
価
す
る
記
述
が
出
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、一
九
一
〇
年
三
月
二
日
、『
祭
日
経
』の
最
後
の
読
み

直
し
を
し
て
い
る
と
き
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
と
中
井
は
こ
の
翻
訳
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

全
部
が
全
部
、
皆
に
理
解
で
き
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
多
く
の

箇
所
は
、
漢
字
が
わ
か
る
者
な
ら
、
そ
れ
を
見
て
理
解
す
る
だ
ろ

う
が
、
耳
で
聴
く
と
、
学
問
の
あ
る
者
で
さ
え
、
ど
の
箇
所
で
も

意
味
が
す
ぐ
わ
か
る
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
し
か
し
、
わ

れ
わ
れ
の
訳
の
場
合
、
目
で
読
む
場
合
に
は
す
べ
て
が
明
瞭
だ
。

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
水
晶
の
よ
う
に
透
明
で
、
す
べ
て
説
明

し
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　

ま
た
、
奉
神
礼
に
参
加
し
て
、
お
祈
り
の
言
葉
を
聞
く
と
き
に
、

「
耳
と
心
を
開
き
さ
え
す
れ
ば
、
感
動
に
満
た
さ
れ
、
信
仰
の
教

義
も
教
え
ら
れ
る
」
と
も
書
い
て
い
ま
す
。（
同
年
九
月
二
十
日
）

　

二
人
の
翻
訳
作
業
に
つ
い
て
書
い
た
最
後
の
日
記
は
一
九
一
一

年
十
二
月
二
十
六
日
で
す
が
、
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
正
午
ま
で
中
井
と
仕
事
を
し
、
こ
れ
で
祭
日
前
は
仕
事
を
休

み
に
す
る
。『
五
旬
経
』
は
、
書
き
写
す
の
が
遅
れ
て
ま
だ
読
み

合
わ
せ
を
し
て
い
な
い
ノ
ー
ト
三
冊
分
を
除
き
、
印
刷
に
出
す
用

意
が
で
き
た
。」

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
が
間
も
な
く
最
後
の
病
気
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の

ノ
ー
ト
の
読
み
合
わ
せ
は
、
聖
路
加
病
院
に
入
院
し
て
か
ら
、
永

眠
す
る
直
前
ま
で
続
い
て
、『
五
旬
経
』
の
翻
訳
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
論

　

こ
の
よ
う
に
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
中
井
木
菟
麿
は
、
つ
ね
に
自
分

た
ち
の
翻
訳
に
不
満
を
い
だ
い
て
、
た
く
さ
ん
悩
み
、
苦
し
み
な
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が
ら
、
日
々
の
地
道
な
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
厖
大
な
量
の
聖
書
、

祈
祷
書
の
翻
訳
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

産
み
の
苦
し
み
と
も
い
え
る
、
そ
の
苦
し
み
は
、
聖
ニ
コ
ラ
イ

一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
二
人
の
も
の
で
し
た
。
聖
ニ
コ
ラ
イ
は
、

翻
訳
の
仕
事
に
つ
い
て
日
記
を
書
く
と
き
、
か
な
ら
ず「
わ
た
し
」

で
は
な
く
、「
わ
た
し
と
パ
ウ
ェ
ル
中
井
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
永
眠
ま
で
半
年
も
な
い
、
一
九
一
一
年

九
月
三
十
日
、モ
ス
ク
ワ
の
府
主
教
マ
カ
リ
イ
に
宛
て
た
手
紙
で
、

中
井
の
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
、「
わ
た
し
と
一
緒
に
祈
祷
書
の

翻
訳
に
参
加
し
、
皆
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
学
者
で
あ
り
、
詩
人
で

あ
る
と
同
時
に
、
敬
虔
な
信
者
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
人
は
力
を
あ
わ
せ
て
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
才
能
、

実
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、
翻
訳
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
翻
訳
は
、
ま
さ
に
一
つ
の
文
字
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
、

緻
密
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
訳
語
を
厳
し
く
吟
味
し
て
、

原
文
の
言
葉
を
一
つ
ひ
と
つ
正
し
い
日
本
語
に
置
き
換
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
原
文
の
文
法
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、
で
き
る

限
り
日
本
語
の
文
法
も
そ
れ
を
反
映
し
、
な
お
か
つ
日
本
語
と
し

て
も
正
し
い
文
法
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
神
の
言
葉
の
意
味
が
正
し
く
、
過
不
足
な
く
伝
わ

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
語
の
文
体
も
、
神
の

言
葉
に
ふ
さ
わ
し
く
、
格
調
の
高
い
文
語
体
を
選
ん
で
い
ま
す
。

特
に
そ
の
リ
ズ
ム
感
が
素
晴
ら
し
く
、
お
祈
り
の
と
き
に
唱
え
る

の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
こ
と
も
、高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
用
語
や
文
体
が
難
し
く
、
現
代
の
人
に
は
わ
か
り
に
く

い
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
点
は
、
ロ
シ

ア
正
教
会
が
代
々
使
っ
て
き
ま
し
た
、
教
会
ス
ラ
ブ
語
の
聖
書
、

祈
祷
書
も
同
じ
で
す
。
ロ
シ
ア
に
は
、
そ
の
難
解
さ
を
と
が
め
て
、

教
会
ス
ラ
ブ
語
で
は
な
く
、
現
代
ロ
シ
ア
語
で
お
祈
り
を
す
れ
ば

よ
い
、
と
言
う
人
さ
え
い
ま
す
。

　

実
際
、
教
会
ス
ラ
ブ
語
と
い
う
の
は
、
現
在
、
日
常
生
活
で
は

使
わ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
お
祈
り
の
言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
会
ス

ラ
ブ
語
に
接
し
た
こ
と
の
な
い
ロ
シ
ア
人
が
初
め
て
教
会
に
来

て
、
お
祈
り
の
言
葉
を
耳
に
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
、
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
第
一
印
象

に
負
け
な
い
で
、
教
会
に
通
い
続
け
、
祈
祷
書
を
見
て
、
お
祈
り

の
解
説
を
読
ん
で
、
家
で
祈
祷
書
に
そ
っ
て
お
祈
り
を
し
て
い
け

ば
、
少
し
ず
つ
そ
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
現
代
ロ
シ
ア
語

と
同
じ
よ
う
に
、
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
現
代
ロ
シ
ア
語

の
聖
書
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
を
つ
か
み
、
さ
ら
に
正
教
会
の
聖

師
父
に
よ
る
注
釈
書
、
解
説
書
を
読
ん
で
、
聖
書
の
正
し
い
意
味

を
学
ん
で
お
い
た
上
で
、
教
会
ス
ラ
ブ
語
の
聖
書
に
当
た
っ
て
み
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る
と
、
実
に
奥
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

聖
ニ
コ
ラ
イ
と
中
井
木
菟
麿
が
翻
訳
し
た
文
語
体
の
聖
書
、
祈

祷
書
の
言
葉
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

二
人
の
素
晴
ら
し
い
翻
訳
は
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
信

仰
生
活
、
教
会
生
活
の
礎
と
な
っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

時
の
流
れ
が
す
で
に
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
翻
訳
は
、

決
し
て
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
は
な
く
、
今
も
立
派
に
使
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
使
わ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
、
最
も

高
い
評
価
に
値
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
二
人
が
遺
し
た
業
績
は
、
聖
キ
リ
ル

と
聖
メ
フ
ォ
デ
ィ
が
、キ
リ
ル
文
字
を
作
っ
て
、ス
ラ
ブ
の
諸
民
族

の
た
め
に
聖
書
な
ど
を
翻
訳
し
た
業
績
と
肩
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　

本
日
の
お
話
の
最
後
に
、
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
と
パ
ウ
ェ
ル
中

井
木
菟
麿
の
業
績
を
た
た
え
る
と
共
に
、
二
人
の
仕
事
は
、
と
き

に
は
精
神
的
な
苦
し
み
さ
え
伴
う
、苦
労
の
上
に
苦
労
を
重
ね
た
、

大
変
な
仕
事
だ
っ
た
こ
と
を
、改
め
て
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
苦
労
の
結
果
、
賜
物
と
し
て
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
も
、
正

教
会
訳
の
新
約
聖
書
を
ひ
も
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
祈
祷
書
の
お
祈

り
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
、
心
の
糧
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
は
、
こ
の
講
演
に
向
け
て
準
備
す
る
と
き
に
、
貴
重
な

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
い
た
だ
き
ま

し
た
、
仙
台
の
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
に
深
く
感
謝
し
、
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
、
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
神
父
さ
ま
、
イ
オ
ア
ン
小
野
神

父
さ
ま
、
さ
ら
に
名
古
屋
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
マ
ト
シ
カ
・
マ

リ
ヤ
松
島
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
清
聴
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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